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携帯電話へ災害発生情報や不審者情報、また高齢者の行方不明捜索のお願いをお知らせします　

 
■
作
文
集
「
緑
の
ま
ち
」
を
配
布 

　
（
公
財
）日
野
市
環
境
緑
化
協
会
で

は
、
市
内
の
小
学
４
・
６
年
生
か
ら

応
募
さ
れ
た
緑
や
環
境
に
関
す
る
作

文
集
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
環
境
に
対
す
る
思

い
が
詰
ま
っ
た
作
文
集
で
す
。
こ
の

文
集
を
ご
希
望
の
方
に
無
料
配
布
し

ま
す
。
な
お
、
配
布
時
に
は
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
の
記
入
が
必
要
で

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

g
先
着　

人
k　

月　

日
㈭
か
ら
日

５０

１２

２０

野
市
環
境
緑
化
協
会
で
配
布
l
日
野

市
環
境
緑
化
協
会
（
緯　

・
４
７
４

５８５

０
）

■
伸
び
ゆ
く
日
野
市
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
募
集 

f
平
成　

年
に
市
内
お
よ
び
大
成
荘

２４

で
撮
影
さ
れ
た
未
発
表
の
単
写
真
j

入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰

属
。
審
査
発
表
は
２
月
中
旬
k
１
月

　

日
㈰
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
ま
た

１３は
持
参
l
〒　

們
０
０
１
１
日
野
本

１９１

町
２
の　

の
９
日
野
市
観
光
協
会

１５

（
緯　

・
８
８
０
８
）

５８６

 
■
高
齢
者
市
民
企
画
～
サ
ロ
ン
・
ド

・
俳
句 

　

皆
さ
ま
が
作
成
し
た
俳
句
を
２
句

詠
み
、
作
っ
た
経
緯
や
思
い
を
そ
れ

ぞ
れ
発
表
し
ま
す
。

a
１
月　

日
㈭
午
後
２
時
～
４
時
b

１０

中
央
公
民
館
高
幡
台
分
室
f
お
お
む

ね　

歳
以
上
の
方
i
上
履
き
、
筆
記

６０
用
具
k
１
月
８
日
㈫
正
午
ま
で
に
は

が
き
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
。
俳
句
２
句
当
季
雑
詠
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
l
〒

　

們
０
０
４
２
程
久
保　

中
央
公
民

１９１

５５０

館
高
幡
台
分
室
（
緯　

・
０
８
６
４

５９２

思　

・
１
９
１
５
死p

u
b
h
all@

c

５９４ ご
案
内

ごごごごごごごごごごご
案案案案案
内内内内内内内内内内内

ご
案
内

公
民
館
の
催
し

公公公公公公公公公公公
民民民
館館館館
のののののの
催催催催催催催催催催
ししししししししししし

公
民
館
の
催
し

ity.hino.lg.jp

）

 
■
初
日
の
出
マ
ラ
ソ
ン 

　

今
年
も
恒
例
の
初
日
の
出
マ
ラ
ソ

ン
を
行
い
ま
す
。
走
る
こ
と
が
得
意

で
な
い
方
は
歩
い
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無

料
で
す
。
雨
・
雪
の
場
合
は
中
止
で

す
。

▼
二
中
地
区
青
少
年
育
成
会

a
１
月
１
日
㈷
c
午
前
５
時　

分
多

５０

摩
平
第
１
公
園
d
コ
ー
ス
…
平
山
橋

～
北
野
街
道
（
横
断
）
～
平
山
城
址

公
園
～
多
摩
平
第
１
公
園（
約
７
丼
）

j
完
走
後
、
お
し
る
こ
が
出
ま
す
l

大
山
（
緯　

・
３
４
６
５
）

５８２

▼
七
生
中
地
区
青
少
年
育
成
会

a
１
月
１
日
㈷
c
午
前
５
時　

分
七

５０

生
中
食
堂
d
コ
ー
ス
…
①
一
番
橋
～

浅
川
土
手
～
ふ
れ
あ
い
橋
～
七
生
中

（
片
道
約
３
丼
）
②
一
番
橋
～
浅
川

土
手
～
ふ
れ
あ
い
橋
～
新
井
橋
～
対

岸
～
ふ
れ
あ
い
橋
～
七
生
中（
片
道

約
４
・　

丼
）
j
完
走
後
、
お
し
る

３５

こ
が
出
ま
す
l
野
澤
（
緯　

・
４
０

０９０

５
２
・
５
３
１
６
）

■
さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
日
野
七

福
神
を
回
ろ
う 

a
１
月
６
日
㈰
※
雨
天
実
施
c
午
前

９
時
～
９
時　

分
平
山
城
址
公
園
駅

３０

前
※
受
け
付
け
後
随
時
出
発
d
コ
ー

ス
…
宗
印
寺
→
善
生
寺
→
延
命
寺
→

安
養
寺
→
石
田
寺
→
真
照
寺
→
高
幡

不
動
尊
※
最
終
チ
ェ
ッ
ク
時
間
午
後

２
時
（
約　

丼
）
h　

円
i
雨
具
、

１３

１００

飲
み
物
l
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

■
図
書
館
お
は
な
し
会 

a
l
１
月
９
日
㈬
・　

日
㈬
…
高
幡

１６

図
書
館
（
緯　
・
７
３
２
２
）、
９
日

５９１

㈬
・　

日
㈭
…
中
央
図
書
館
（
緯　

２４

５８６

・
０
５
８
４
）、　

日
㈭
・　

日
㈭
・

１０

１７

　

日
㈭
…
多
摩
平
図
書
館
（
緯　

・

２４

５８３

催
　
し

催催催催催催催催催催催

ししししししししししし

催
　
し

２
５
６
１
）、　

日
㈬
…
百
草
図
書

２３

館
（
緯　

・
４
６
４
６
）
f
０
～
２

５９４

歳
児
、
３
歳
～
未
就
学
児
、
小
学
生

以
上
、
保
護
者
向
け
（
本
の
紹
介
）

j
詳
細
は
各
館
に
問
い
合
わ
せ
を
。

ま
た
は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
。

■
図
書
館
休
館
日
の
お
知
ら
せ 

　
　

月　

日
㈪
は
振
替
休
日
の
た
め

１２

２４

市
政
図
書
室
は
休
館
し
ま
す
。

l
中
央
図
書
館
（
緯　
・
０
５
８
４
）

５８６

■
２
０
１
３
都
民
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
～
都
民
寄
席 

a
２
月　

日
㈪
午
後
６
時　

分
か
ら

２５

３０

b
ひ
の
煉
瓦
ホ
ー
ル
d
出
演
・
林
家

木
久
扇
な

ど

k
１
月　

日
㈫
（
消
印
有

１５

効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
で
。
往
信

用
裏
面
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
開
催
日
と
会
場
「
２
月　

日
・

２５

ひ
の
煉
瓦
ホ
ー
ル
」、
希
望
人
数
（
１

枚
２
人
ま
で
）、
返
信
用
表
面
に
住

所
、
氏
名
を
記
入
※
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
l
〒　

們
０
０
０
５
台
東

１１０

区
上
野
１
の
９
の
５
㈳
落
語
協
会
内

都
民
寄
席
実
行
委
員
会
（
緯　

・
３

０３

８
３
３
・
８
６
２
２
）

 
■　

月
の
保
育
園 

１２
▼
し
ん
さ
か
し
た
保
育
園
～
ク
リ
ス

マ
ス
会
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
…
a

　

日
㈭
午
前　

時
～　

時
f
未
就
学

２０

１０

１１

児
と
保
護
者
k
電
話
b
l
同
園
（
緯

　

・
８
２
７
７
）

５８４▼
と
よ
だ
保
育
園
～　

月
の
誕
生
会

１２

と
サ
ン
タ
さ
ん
と
一
緒
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
…
a　

日
㈭
午
前
９
時　

分
～

２０

４５

　

時
f
未
就
学
児
と
保
護
者
※
誕
生

１１月
で
な
く
て
も
参
加
可
b
l
同
園

（
緯　

・
３
４
５
１
）

５８１

▼
た
か
は
た
台
保
育
園
～
ク
リ
ス
マ

ス
＆
誕
生
会
…
a　

日
㈭
午
前
９
時

２０

　

分
～　

時
f
未
就
学
児
と
保
護
者

３０

１１

b
l
同
園
（
緯　

・
２
２
３
１
）

５９１

子
ど
も
・
保
護
者

向
け
イ
ベ
ン
ト

子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどど
もももももももももも
・・
保保保保保保
護護
者者者者者者者者者者

向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけ
イイイイイイイイイイイ
ベベベベベベベベベベベ
ンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトト

子
ど
も
・
保
護
者

向
け
イ
ベ
ン
ト

▼
み
な
み
だ
い
ら
保
育
園
～
ク
リ
ス

マ
ス
と　

月
の
誕
生
会
…
a　

日
㈮

１２

２１

午
前　

時
～　

時
f
未
就
学
児
と
保

１０

１１

護
者
g　

組
k　

月　

日
㈭
ま
で
に

１０

１２

２０

電
話
b
l
同
園
（
緯　
・
２
４
６
８
）

５９１

▼
あ
ら
い
保
育
園
～
ク
リ
ス
マ
ス
誕

生
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
…
a　

日
２１

㈮
午
前
９
時　

分
か
ら
f
未
就
学
児

５０

と
保
護
者
※
誕
生
月
で
な
く
て
も
参

加
可
k
電
話
b
l
同
園
（
緯　

・
６

５９１

１
３
２
）

▼
ひ
ら
や
ま
保
育
園
～
ク
リ
ス
マ
ス

会
で
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
会
い
ま
し

ょ
う
…
a　

日
㈮
午
前　

時
～　

時

２１

１０

１１

f
未
就
学
児
と
保
護
者
g
申
込
制
で

先
着　

組
i
上
履
き
k
電
話
b
l
同

１０

園
（
緯　

・
９
２
２
５
）

５８１

▼
も
ぐ
さ
台
保
育
園
～
サ
ン
タ
さ
ん

に
会
い
に
き
ま
せ
ん
か
…
a　

日
㈮

２１

午
前
９
時　

分
～　

時
f
未
就
学
児

４５

１１

と
保
護
者
k　

月　

日
㈭
ま
で
に
電

１２

２０

話
b
l
同
園
（
緯　

・
０
８
８
０
）

５９１

 
■
四
中
地
区
青
少
年
育
成
会
に
東
京

都
教
育
委
員
会
か
ら
感
謝
状
贈
呈 

　

長
年
に
わ
た
る
学
校
活
動
の
支
援

お
よ
び
地
域
に
お
け
る
児
童
・
生
徒

の
育
成
活
動
が
評
価
さ
れ
、
四
中
地

区
青
少
年
育
成
会
が
東
京
都
教
育
委

員
会
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
（
写
真
）。
今
後
も
、
学
校
活
動
の

支
援
、
育
成
な
ど
に
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

 

話
題

の

ま
ち
話
題

の

ま
ち

■
南
平
に
緑
と
水
の
ネ
ッ
ト
ー
ワ
ー

ク
を
つ
く
ろ
う
！
～
緑
の
環
境
デ
ザ

イ
ン
賞
で
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞

 　

南
平
・
緑
と
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
代
表
・
清
水
守
男
氏
）
が
発
足
し
、

南
平
用
水
沿
い
を
景
観
、
環
境
、
親

水
に
配
慮
し
、
歩
い
て
楽
し
い
街
に

し
よ
う
と
い
う
活
動
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

会
で
応
募
し
た
南
平
駅
北
口
と
み

な
み
だ
い
ら
児
童
館
を
流
れ
る
用
水

沿
い
の
緑
化
計
画
案
が
、
第　

回
緑

２３

の
環
境
デ
ザ
イ
ン
賞
（
都
市
緑
化
機

構
・
第
一
生
命
主
催
）
に
お
い
て
国

土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
市
長
に
受
賞
の
報
告

１１

２９

を
行
い
ま
し
た（
写
真
）。な
お
、副
賞

と
し
て
緑
化
費
用
が
助
成
さ
れ
ま

す
。
緑
化
整
備
は
今
年
度
内
に
完
成

の
予
定
で
す
。

■
り
ん
ご
栽
培　

周
年
～
日
野
市
百

２０

草
萬
蔵
院
台
り
ん
ご
生
産
組
合 

　

日
野
市
百
草

萬
蔵
院
台
り
ん

ご
生
産
組
合
が

り
ん
ご
を
栽
培

し
て
、
今
年
で

　

年
に
な
り
ま
す
。
摘
み
取
り
り
ん

２０ご
園
は
年
々
来
客
数
が
増
え
、
今
で

は
開
園
直
後
に
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の

人
気
で
す
。
ま
た
、
市
内
の
小
中
学

校
の
給
食
に
も
利
用
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

品
種
は「 
紅  
玉 
」「 
陽  
光 
」「
ふ
じ
」。

こ
う 
ぎ
ょ
く 

よ
う 
こ
う

環
境
に
や
さ
し
い
栽
培
方
法
で
栽
培

し
、
組
合
員
全
員
が
東
京
都
認
定
の

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
で
す
。
り
ん
ご
栽

培　

周
年
を
迎
え
、
今
後
も
お
い
し

２０
い
り
ん
ご
の
安
定
し
た
生
産
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

■
国
際
一
輪
車
選
手
権
大
会
で
活
躍

し
た
４
選
手
が
市
長
を
表
敬
訪
問 

　

７
月　

日
～　

日
に
イ
タ
リ
ア
で

２０

３１

開
催
さ
れ
た
国
際
一
輪
車
選
手
権
大

会
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ　

）
で
、
市
内

１６

在
住
の
岩
柳
美
希
さ
ん
、
浦
島
彩
音

さ
ん
、
浦
島
桃
子
さ
ん
、
若
林
あ
か

ね
さ
ん
（
い
ず
れ
も
一
輪
車
ク
ラ
ブ

ひ
の
所
属
）
が
年
齢
別　

～　

ペ
ア

１５

１６

演
技
で
優
勝
し
、
グ
ル
ー
プ
演
技
で

も
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

 

　
多
様
化
す
る
高
齢
者
の
住
宅

Ｑ　
昨
年
、
母
が
高
齢
者
住
宅
に
入

居
し
た
。
入
居
一
時
金
は　

万
円
で

９００

月
々
介
助
費
と
共
益
費
で
５
万
円
を

支
払
う
条
件
だ
が
、　

カ
月
後
に
亡

１０

く
な
り
解
約
し
た
。

　

入
居
一
時
金
に
つ
い
て
は
契
約
書

に
従
い
、
一
定
の
割
合
で
返
還
金
が

あ
っ
た
が
、
長
期
入
居
を
想
定
し
た

準
備
金　

万
円
は
返
還
対
象
に
な
ら

２００

な
い
と
の
こ
と
、
契
約
内
容
が
不
合

理
で
は
な
い
か
？

Ａ　
高
齢
者
が
居
住
す
る
施
設
・
住
宅

は
①
介
護
保
険
施
設
②
居
住
施
設
③

賃
貸
住
宅
の
区
分
け
が
あ
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
、
介
護
保
険
の
使

い
方
、
権
利
形
態
な
ど
は
、
各
施
設
・

住
宅
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
契
約

内
容
を
よ
く
理
解
し
て
選
択
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。
特
に
中
途
解
約

の
条
件
の
確
認
が
必
要
で
す
。

　

高
齢
者
住
宅
選
択
と
介
護
の
心
構

え
や
準
備
す
べ
き
こ
と
は
次
の
通
り

で
す
。

▼
親
の
介
護

・
誰
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
る
の
か
？

・
親
の
家
に
通
う
の
か
、
自
宅
に
呼

び
寄
せ
る
の
か
？

・
仕
送
り
で
資
金
援
助
す
る
の
か
？

・
見
守
り
安
否
確
認
は
誰
が
す
る
の

か
？

▼
自
分
の
介
護

・
誰
に
ど
こ
で
介
護
を
し
て
も
ら
う

の
か
？

・
も
し
認
知
症
に
な
っ
た
ら
、
ど
こ

で
暮
ら
し
た
い
の
か
？

・
介
護
費
用
の
用
意
は
？

　

さ
ら
に
高
齢
者
住
宅
を
選
ぶ
時
に

は
、
①
希
望
の
整
理
②
情
報
収
集
③

見
学
前
の
チ
ェ
ッ
ク
④
見
学
時
の
チ

ェ
ッ
ク
（
設
備
・
サ
ー
ビ
ス
）
⑤
費

用
の
根
拠
を
チ
ェ
ッ
ク
⑥
資
金
計
画

⑦
体
験
入
居
が
可
能
で
あ
れ
ば
必
ず

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
時
に
は
消
費
生
活
相
談
室

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

l
日
野
市
消
費
生
活
相
談
室（
緯　
・
５８１

３
５
５
６
）




